
道

徳の
まち笠松の

シリーズ⑥ 

最高の「おもてなし」は笑顔 最高の「おもてなし」は笑顔 

田
代
の
龍
④ 

だ
い 

り
ゅ
う 

で
ん 

　身近で「ちょっといい話」がありましたら、中央公民館へ電話、
FAX、郵送、メールなどでご連絡ください。お待ちしております。 
蕁３８８‐３９２６　FAX３８８‐３２３３ 
メールアドレス：kyouikubunka@town.kasamatsu.lg.jp
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　今年も9月23日（秋分の日）に「鮎鮨街道ウォー
ク」が行われます。江戸時代の献上鮎鮨を運ぶ
行列を再現した鮎鮨街道ウォークは、今年で6回
目を迎えます。お奴行列と並んで、笠松町の新し
い名物行事の1つになりました。昨年の鮎鮨街道
ウォークには約1,200人の参加者があり、今年も
多くの方が笠松町内を歩くことでしょう。 
　「道徳のまち笠松」では、今年も笠松町内で精
一杯の「おもてなし」をしたいと考えています。福
祉会館駐車場にテントを張り、冷たい飲み物や甘
いキャンデーなどで接待したり、笠松町の有志の
方が製作した人形や竹細工などを展示したりして、
歩き疲れた体と心をいやしていただこうと計画し
ています。また、笠松町の紹介パネルの展示もし
ます。これらの「おもてなし」には、どなたでも参加
できます。ご自分の大切な作品を展示してもよい
という方は、中央公民館までご連絡ください。 
　接待や作品の出品ができない方は、「笑顔」で
の「おもてなし」をお願いします。鮎鮨街道ウォーク

の参加者を、町民の方が笑顔で迎えていただけ
ることが、最高の「おもてなし」です。その時のた
めに、今から東京オリンピックの招致活動の時の
委員の方に負けない笑顔をご準備ください。 

冷たいお茶で参加者をもてなす「道徳のまち笠松」のメンバー 

　今年の「鮎鮨街道ウォーク」の案内は、15ページ
をご覧ください。 
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み 
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な 
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あ 
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が 

た 
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お 

ま 

え 

た 
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、 

弥 

助 

に 

だ 

ま 

さ 

れ 

て 

い 
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ん 

じ 

ゃ 

。 」 

と 
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村 
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の 
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。 

し 

か 

し 
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ば 

か 
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。 」 
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造 

は 
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